
連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料
率や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

取り扱い
やってます

職
質
増
加
予
想
、
罰
則
も
強
化

飲
食
店
で
可
能
な
対
応
は
？

　

京
都
府
警
か
ら
、
法

律
の
改
正
に
つ
い
て
注

意
喚
起
が
届
い
て
い
る
。

　

来
る
令
和
６
年
11
月

１
日
か
ら
道
路
交
通
法

が
改
正
さ
れ
、
自
転
車

運
転
に
関
し
て
罰
則
の

整
備
が
行
わ
れ
る
。

　

ひ
と
つ
は
「
携
帯
電

話
使
用
等
（
な
が
ら
ス

マ
ホ
）」
で
、
ス
マ
ホ
を

手
に
持
ち
、
自
転
車
に

乗
り
な
が
ら
の
通
話
や

画
像
を
注
視
す
る
行
為

が
禁
止
と
な
り
罰
則
対

象
と
な
る
も
の
。

　

問
題
は
も
う
ひ
と
つ
。

こ
れ
ま
で
罰
則
対
象
と

な
っ
て
い
た
の
が
「
酒

酔
い
運
転
」
だ
け
だ
っ

た
も
の
が
、「
酒
気
帯
び

運
転
」
も
罰
則
対
象
と

な
る
。

　

さ
ら
に
、
酒
気
帯
び

運
転
者
の
自
転
車
へ
の

受
動
喫
煙
問
題

風
向
き
は
厳
し
い
が…

　

来
る
令
和
７
年
４
月

か
ら
、
大
阪
市
内
全
域

で
路
上
喫
煙
が
禁
止
と

な
り
、
さ
ら
に
店
内
喫

煙
に
関
し
て
も
、
客
席

面
積
１
０
０
平
米
か
ら

30
平
米
以
下
と
、
大
幅

に
厳
し
く
な
る
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
の

開
催
に
合
わ
せ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
が
、
京
都
で

は
各
生
活
衛
生
組
合
ら

が
参
加
す
る
協
議
会
が

独
自
の
運
動
を
行
っ
て

お
り
、
余
波
を
抑
え
た

い
意
向
だ
。（
関
連
記
事

二
面
）

普
及
も
コ
ン
テ
ス
ト
も

ふ
ぐ
組
合
総
会

　

去
る
令
和
６
年
９
月

４
日（
水
）、
午
後
１
時

30
分
よ
り
京
料
理
や
ま

の
に
お
い
て
、
京
都
府
ふ

ぐ
組
合
が
令
和

６
年
度
、
第
75

回
の
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。

　

各
議
案
は
全

て
ス
ム
ー
ス
に
承

認
さ
れ
、
賛
助

会
や
来
賓
を
含

め
約
30
名
が
懇
親
会
に

参
加
、
吉
田
昌
弘
理
事

長
は
挨
拶
で
「
ふ
ぐ
食

の
普
及
、
そ
し
て
コ
ン
テ

ス
ト
、
よ
り
一
層
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
ま
た
新
た
に
加
藤

基
次
氏
が
新
た
な
理
事

に
就
任
し
て
い
る
。

同
乗
、
自
転
車
に
乗
る

人
へ
の
酒
類
提
供
、
飲

酒
し
て
い
る
人
へ
の
自

転
車
の
提
供
に
つ
い
て

も
罰
則
整
備
が
さ
れ
た

と
あ
り
、
処
罰
対
象
と

な
る
。
罰
則
を
下
に
ま

と
め
る
が
、
酒
類
提
供

で
も
懲
役
刑
が
あ
り
得

る
こ
と
に
な
る
。

　

京
都
府
警
に
よ
る
と
、

飲
酒
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
運
転
者
へ
の
職
質

な
ど
も
増
え
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
だ
。

　

令
和
８
年
か
ら
は
自

転
車
へ
の
青
切
符
導
入

も
決
ま
っ
て
お
り
、
自

動
車
で
も
自
転
車
で
も

「
お
車
で
お
越
し
の

方
々
」
と
な
る
わ
け
だ

が
、
飲
食
店
へ
の
利
用

者
の
交
通
手
段
に
つ
い

て
は
、
店
側
と
し
て
は

手
の
出
し
よ
う
の
な
い

と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

　

た
だ
、
自
転
車
（
原

付
や
バ
イ
ク
も
）
に
つ

い
て
は
、
自
動
車
と
は

違
い
押
し
て
歩
け
る
。

乗
ら
ず
に
押
し
て
歩
け

ば
「
歩
行
者
」
と
な
る

の
で
、
お
気
づ
き
の
際

は
「
乗
ら
な
い
よ
う
に
」

ご
案
内
を
。

フ
ォ
ア
グ
ラ
の
テ
リ
ー

ヌ
も
出
す
、
と
い
っ
た

具
合
で
非
常
に
柔
軟
だ
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
の

顔
。
写
真
下
の
料
理
が

昼
の
膳
な
の
だ
が
、
昆

布
締
め
の
鯛
を
盛
り
込

ん
だ
寿
司
、
こ
れ
が
名

代
で
、
催
事
な
ど
で
は

こ
ち
ら
の
方
が
知
ら
れ

て
い
る
。

　

バ
タ
ー
あ
り
き
の
濃
い

ソ
ー
ス
の
、
ク
ラ
シ
カ
ル

な
ヘ
ビ
ー
級
の
フ
レ
ン
チ

で
は
な
く
、
素
材
あ
り

き
で
仕
上
げ
る
味
は
、

日
本
の
料
理
と
重
な
る

と
こ
ろ
も
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
昼
で
も
夜
で
も

よ
く
分
か
る
１
軒
だ
。

京都 御室 佐近（きょうと おむろ さこん）
京都市右京区御室小松野町25-37　☎075（463）5582　水、第2第4火休
11:30～15:00（L.O.14:30 ※コース受付14:00まで）17:00～20:30（L.O.20:00 ※コース受付19:30まで）

世界遺産、真言宗 大内山 仁和寺の目の前。創業時はかなり異端な店だったかもしれ
ないが、先見の明があったということ。曰く「『何でもありか』とお叱りを受けたことは
ありません」。鮮魚の中でも鯛に強く、利用頻度も高いという。おもたせのラインナッ
プも豊富で、人気で売り切れ続きのものも

魚
介
料
理
を
メ
イ
ン
に
し
た
５
８
３
０
円
の
「
さ
く
ら
コ
ー
ス
」
か
ら
。
写
真
は
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
の

も
の
で
、
季
節
に
よ
っ
て
内
容
は
変
わ
る
。
全
８
品
で
ご
飯
物
は
昆
布
〆
寿
司

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
天
然
白
身
魚
昆
布
〆
膳
」
２
５
０
０
円
。
デ

ザ
ー
ト
に
は
写
真
奥
の
抹
茶
わ
ら
び
餅
。

京
料
理
と
フ
レ
ン
チ
と
寿
司

三
面
相
が
可
能
に
な
る
理
由
と
は
？

　

掲
げ
る
は
「
伝
統
的

京
料
理
と
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
調
和
」。懐
石
に
肉
・

魚
が
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
が
、
経

営
者
の
「
我
々
が
育
っ

た
時
に
は
、
す
で
に
和

洋
折
衷
が
い
つ
も
の
風

景
。
飲
食
店
で
も
本
格

的
な
和
食
と
洋
食
が
同

時
に
食
べ
ら
れ
る
店
が

あ
れ
ば
楽
し
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
発
想

が
創
業
の
経
緯
だ
。
そ

れ
以
来
お
よ
そ
半
世
紀
、

当
時
は
和
か
ら
も
洋
か

ら
も
ブ
ー
イ
ン
グ
が

あ
っ
た
と
言
う
が
、
仁

和
寺
の
山
門
を
見
な
が

ら
和
洋
折
衷
の
料
理
を

供
す
る
同
店
を
「
唯
一

無
二
で
あ
る
」
と
評
し

た
作
家
も
い
る
。

　

上
の
写
真
は
夜
コ
ー

ス
の
メ
イ
ン
で
、
鯛
の

ポ
ワ
レ
に
海
老
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
な
ど
に
ト
マ
ト

や
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
を

添
え
た
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

風
。「
京
料
理
と
洋
食
の

二
刀
流
。
ふ
た
つ
の
異

な
る
作
業
を
、
ひ
と
つ

の
コ
ー
ス
に
組
み
合
わ

せ
る
楽
し
み
が
あ
る
」

と
料
理
長
。
椀
の
中
に

は
季
節
の
ス
ー
プ
が
。

そ
の
椀
も
夏
に
は
ひ
と

味
違
え
て
、
冷
製
ス
ー

プ
も
出
す
。
そ
の
他
、

カ
レ
ー
風
味
も
使
え
ば

肉
料
理
の
ソ
ー
ス
に
は

醤
油
を
使
う
、
八
寸
に

酒気帯び運転
車両提供罪
同乗罪
酒類提供罪

........ 3年以下の懲役または50万円以下の罰金
............ 3年以下の懲役または50万円以下の罰金

.................... 2年以下の懲役または50万円以下の罰金
........... 2年以下の懲役または50万円以下の罰金

動画はコチラから

事務効率化に伴う衛生協会
との共同事務所となり、10
月1日（火）の移転に伴い、
住所・電話番号・FAXが変
更になる。

〒620-0057 京都府福知山市問屋町63番地1
福知山市公設卸売市場管理棟1階
福知山市衛生協会内
TEL.0773（45）4551　FAX.0773（23）9254

福知山市料理飲食業連合会が事務所移転

京都府最低賃金 時
間
額

円

令和6年
10月1日から

適用

新住所
電話番号
など

50円
引き上げ

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２４年（令和６年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３７４号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

京
都
受
動
喫
煙
防
止
対
策
事
業
者
連
絡
協
議
会

コ
ロ
ナ
後
初
の
総
会
開
催

　

去
る
令
和
６
年
９
月

17
日
（
火
）、
京
都
府
旅

館
会
館
に
お
い
て
コ
ロ

ナ
後
、
初
と
な
る
京
都

受
動
喫
煙
防
止
対
策
事

業
者
連
絡
協
議
会
（
牧

残
暑
厳
し
い
中
も
開
催

魚
鳥
施
餓
鬼
、
放
生
会 

　

京
都
料
理
組
合
は
、

去
る
令
和
６
年
９
月
13

日
（
金
）
午
後
３
時
よ
り
、

金
戒
光
明
寺
に
お
い
て
、

物
故
者
法
要
並
び
に
魚

鳥
施
餓
鬼
を
行
っ
た
。

　

魚
鳥
施
餓
鬼
は
組
合

関
係
者
の
物
故
者
供
養

を
行
う
と
と
も
に
、
生

も
の
を
扱
う
職
業
と
し

て
、
魚
や
鳥
を
供
養
す

る
も
の
。
ま
た
仏
教
教

義
と
し
て
も
不
殺
生
＝

生
命
の
尊
重
・
慈
悲
の

精
神
に
基
づ
き
、
他
の

生
命
の
お
陰
で
生
き
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
慰

霊
す
る
目
的
も
あ
る
。

　

本
年
の
物
故
者
は
６

名
で
、
そ
の
家
族
を
は
じ

め
、
組
合
員
、
ま
た
関

係
者
が
54
名
参
加
、
藤

本
淨
彦
法
主
以
下
、
同

院
の
僧
侶
が
御
影
堂
に
て

読
経
、「
オ
ン
・
シ
ュ
リ

マ
リ
マ
マ
リ
・
マ
リ
シ
ュ

シ
ュ
リ
・
ソ
ワ
カ
」
の

真
言
が
唱
え
ら
れ
る
な

か
、
各
員
が
焼
香
を
行
い

故
人
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

続
い
て
大
方
丈
の
奥

に
あ
る
鎧
之
池
に
て
も

読
経
、
鯉
の
放
流
を
行

い
、
当
組
合
の
始
ま
る

と
さ
れ
る
魚
鳥
講
ゆ
か

り
の
地
蔵
尊
前
で
も
読

経
を
行
っ
た
。

　

法
主
は
「
私
た
ち
は

命
あ
る
も
の
を
い
た
だ
い

２
０
２
４
年
時
代
祭
の

御
饌
長
、
副
御
饌
長
決
定

　

来
る
令
和
６
年
10
月

22
日
（
火
）、
今
年
も
時

代
祭
が
例
年
ど
お
り
開

催
の
予
定
だ
（
雨
天
順

延
）。
当
組
合
も
神
饌
講

社
と
し
て
参
画
、
今
年

の
御
饌
長
・
副
御
饌
長

が
先
頃
決
定
し
た
。

　

御
饌
長
は
「
は
り
清
」

の
森
本
知
行
氏
が
、
副

御
饌
長
は
食
器
専
門
店

「
み
つ
は
し
陶
舗
」
の
三

橋
立
季
氏
が
務
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
当
日
は

馬
上
の
人
と
な
り
、
神

饌
講
社
を
導
く
。

て
生
か
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
感
謝
あ
り
て
、

美
味
し
く
い
た
だ
け
る
も

の
。
飲
食
店
は
感
謝
の

気
持
ち
と
喜
び
を
与
え

る
こ
と
が
大
事
な
務
め
。

功
徳
を
も
っ
て
仕
事
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、
寺
田
紳
一
組
合

長
は
残
暑
厳
し
い
中
で
の

参
加
に
感
謝
を
述
べ
、

来
年
に
は
昨
年
に
引
き

続
き
過
去
帳
の
公
開
も

し
た
い
と
述
べ
た
。

野
順
二
会
長
）
が
松
井

孝
治
市
長
ら
を
迎
え
て

総
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
で
松
井

市
長
は
、
当
会
が
平
成

24
年
以
来
、
受
動
喫
煙

防
止
対
策
協
議
会
を
継

続
し
て
推
進
し
て
き
た

こ
と
に
対
し
て
労
い
の

言
葉
と
と
も
に
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
利
用
客
が

再
び
急
増
す
る
中
で
、

さ
ら
に
国
内
外
の
利
用

客
に
対
し
て
啓
発
活
動

を
徹
底
す
る
べ
く
市
役

所
と
し
て
も
全
力
を
尽

く
し
、
今
後
も
当
会
と

協
力
し
、
推
進
し
て
行

く
と
述
べ
た
。

　

当
協
議
会
会
長
で
あ

る
牧
野
順
二
飲
食
生
衛

理
事
長
を
は
じ
め
、
同

組
合
の
横
山
由
数
副
理

事
長
、
四
方
幸
廣
副
理

事
長
、
本
城
忠
宏
副
理

事
長
、
喫
茶
生
衛
の
浅

沼
健
夫
理
事
長
ら
も
出

席
、
協
議
団
体
と
し
て

は
現
状
キ
ー
プ
を
訴
え

て
い
く
方
針
。

　

総
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
飲
食
に
関
わ
る
生
衛

団
体
や
各
事
業
者
団
体
、

京
都
市
及
び
京
都
府
等

と
共
に
望
ま
ぬ
受
動
喫

煙
防
止
の
た
め
、
官
民

一
体
で
京
都
モ
デ
ル
確

立
に
取
組
ん
で
行
く
と

い
う
意
思
合
意
が
な
さ

れ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
開
催
に
向
け

事
務
局
長
会
開
催
、
京
都
も
参
加

　

去
る
令
和
６
年
９
月

18
日
（
水
）
13
時
か
ら
、

大
阪
府
飲
食
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
に
お
い
て

「
令
和
６
年
度
全
飲
連
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
開

催
に
向
け
た
事
務
局
長

会
」
が
行
わ
れ
た
。
当

日
は
近
畿
２
府
３
県
か

ら
各
組
合
の
事
務
局
長

が
集
ま
り
、
当
組
合
か

ら
牧
野
順
二
理
事
長
と

事
務
局
員
が
参
加
し
、

総
勢
７
名
で
行
わ
れ
た
。

　

10
月
開
催
の
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
会
へ
の
提
言
確

認
事
項
に
つ
い
て
、
各

府
県
組
合
に
お
け
る
取

り
組
み
と
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
当
組
合
か
ら
は
人

材
不
足
へ
の
対
処
と
し

て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
で
働
く
方
の
扶
養

控
除
額
拡
大
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
加
盟
店
手
数

料
の
引
下
げ
実
現
を
そ

れ
ぞ
れ
全
飲
連
・
関
西

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会
へ
求

め
る
事
項
と
し
て
提
言

し
た
。

　

他
に
全
飲
連
に
は
行

政
か
ら
の
助
成
金
、
補

助
金
等
の
速
や
か
な
情

報
発
信
、
公
庫
の
低
利

融
資
の
組
合
員
期
間
の

縛
り
期
間
の
延
長
を
、

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
会

に
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
組
合
員
へ
の
情
報

発
信
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
、
な

ど
の
提
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
後
こ
の
事
務

局
長
会
は
当
面
大
阪
府

が
当
番
と
な
り
毎
年
継

続
実
施
し
、
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
を
全
国
の
先
導
役
、

見
本
と
な
る
べ
く
活
動

す
る
こ
と
と
し
た
。

洛
北
料
旅
飲
食
業
組
合

研
究
会
を
開
催

　

去
る
令
和
６
年
８
月

29
日
、
平
安
神
宮
の
す

ぐ
傍
に
あ
る
「
ｒ
ｉ
ｓ

ｔ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ 

Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｏ（
リ
ス
ト
ラ
ン
テ 

ド
ー
ノ
）」
へ
、
組
合
員

を
含
む
24
名
で
訪
問
い

た
し
ま
し
た
。
野
菜
を

中
心
と
し
た
イ
タ
リ
ア

料
理
が
楽
し
め
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。

　

シ
ェ
フ
の
中
東
俊
文

氏
は
、
イ
タ
リ
ア
と
フ

ラ
ン
ス
で
修
業
を
積
ん

だ
後
、
東
京
や
大
阪
で

の
経
験
を
経
て
、
故
郷

で
あ
る
京
都
に
て
こ
の

店
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

素
材
の
魅
力
と
個
性

を
引
き
出
す
た
め
に
、

シ
ェ
フ
自
ら
が
産
地
を

訪
れ
、
厳
選
し
た
地
元

京
都
の
食
材
や
、
四
季

折
々
の
野
草
・
キ
ノ
コ

類
を
使
用
し
、
地
産
地

消
を
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
０
種

類
も
の
ワ
イ
ン
を
は
じ

め
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ド
リ

ン
ク
も
豊
富
に
揃
え
ら

れ
て
お
り
、
食
事
に
合

わ
せ
た
ペ
ア
リ
ン
グ
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

店
内
の
窓
か
ら
は
平

安
神
宮
の
鳥
居
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
、
京
都

特
有
の
風
情
を
楽
し
み

な
が
ら
、
景
観
と
共
に

食
事
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
を
通
じ

て
、
料
理
人
の
技
術
や

店
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
触

れ
、
実
り
あ
る
研
究
会

と
な
り
ま
し
た
。

洛
北
料
旅
飲
食
組
合

料
理
研
究
会
実
行
委
員
会
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こ
れ
で
各
位
も
無
病
息
災
？

中
華
料
理
に
、
で
き
る
こ
と

　

店
内
に
は
何
枚
も
の
色

紙
が
大
切
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
書
か
れ
て
い
る
の
は
主

に
子
供
た
ち
か
ら
の
感
謝

の
言
葉
の
数
々
だ
。「
お
い

し
い
ご
は
ん
を
あ
り
が
と

う
」「
い
つ
も
た
の
し
み
で

す
」「
か
ら
あ
げ
が
す
き
で

す
」
な
ど
な
ど
、
素
朴
な

言
葉
で
溢
れ
て
い
る
。

　
「
教
え
子
や
ら
、
コ
ッ
ク

仲
間
や
ら
が
集
ま
っ
て
き

て
、
飲
み
な
が
ら
情
報
交

換
し
た
り
し
て
る
う
ち
に

『
何
か
社
会
貢
献
で
き
ひ
ん

や
ろ
か
？
』
と
い
う
話
に

な
っ
た
ん
で
す
」。
そ
う
し

て
で
き
た
の
が
「
琢
磨
会
」

と
い
う
会
だ
っ
た
。
結
成

の
地
は
「
中
華
処 

楊
（
や

ん
）」、
リ
ー
ダ
ー
は
店
主

の
楊
正
武
さ
ん
だ
。

　

以
来
、
42
年
間
、
児
童

養
護
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
、

視
覚
障
害
者
施
設
な
ど
に

出
向
き
、
中
華
料
理
を
振

る
舞
っ
て
き
た
。
色
紙
は
そ

の
施
設
か
ら
の
礼
状
だ
。

　

最
盛
期
は
料
理
人
や
ス

タ
ッ
フ
、
総
勢
80
人
を
数
え

た
が
、
会
員
の
高
年
齢
化

や
減
少
を
理
由
に
、
今
年

３
月
末
に
会
は
解
散
。
そ

の
こ
と
は
２
月
の
新
聞
紙

上
に
も
掲
載
さ
れ
、「
中
華

奉
仕
調
理
１
３
４
０
回
で

幕
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

会
と
し
て
の
活
動
は
終

了
し
た
が
、
楊
さ
ん
は
今

も
個
人
と
し
て
活
動
を
継

続
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
店

休
日
に
は
各
所
に
出
か
け
て

料
理
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

　
「
休
み
と
言
う
て
も
趣

味
も
な
い
し（
笑
）。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
て
も
、
原

価
だ
け
は
い
た
だ
い
て
。

多
い
と
き
は
60
食
と
か
70

食
と
か
、
そ
れ
を
６
品
の

コ
ー
ス
で
出
す
の
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
店
で
仕
込
ん
で

仕
上
げ
だ
け
現
地
で
や
っ

た
り
ね
」
と
楊
さ
ん
。

　

７
品
の
前
菜
・
ヒ
レ
ス
ー

プ
・
エ
ビ
チ
リ
・
春
巻
き
・

唐
揚
げ
・
海
鮮
炒
め
・
お

こ
げ
・
芋
の
飴
炊
き
・
桃

蒸
し
饅
頭…

。
京
都
府
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国

27
の
府
県
を
同
様
の
活
動

で
回
っ
た
。

　

さ
ら
に
ま
だ
辞
め
る
わ

け
に
い
か
な
い
理
由
が
ひ

と
つ
。
児
童
養
護
施
設
に

暮
ら
す
中
学
３
年
生
を
無

料
で
自
店
に
招
待
し
、
卒

業
記
念
の
コ
ー
ス
を
振
る

舞
う
「
中
卒
会
」
だ
。
こ
の

10
月
16
日
に
は
「
児
童
養

護
施
設
等
で
暮
ら
す
中
学

生
の
卒
業
を
お
祝
い
す
る

会
」
と
し
て
発
足
す
る
。

　
「
先
輩
が
後
輩
た
ち
に
伝

え
は
る
ん
で
す
わ
。
せ
や
か

ら
在
学
生
が
卒
業
時
を
楽

し
み
に
し
て
は
る
ん
で

（
笑
）。
次
で
ち
ょ
う
ど
30

回
目
に
な
り
ま
す
」

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

志
を
同
じ
く
す
る
稲
盛
和

夫
氏
と
の
親
交
も
得
た
。

氏
が
設
立
し
た
社
会
福
祉

法
人
か
ら
も
感
謝
状
が
い

く
つ
も
届
い
た
。
む
し
ろ

楊
さ
ん
が
氏
を
動
か
し
た

と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
よ
り

も
、
色
紙
の
方
が
心
に
は

響
い
た
ろ
う
。

　

会
の
有
無
は
問
わ
ず
、

活
動
は
続
け
た
い
。
儲
け

度
外
視
、
何
し
ろ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
。
そ
れ
で
も
、
継

承
し
て
く
れ
る
人
、
募
集

中
。
そ
れ
が
難
し
い
こ
と
も

分
か
っ
て
い
る
。
誰
も
が
自

分
の
こ
と
で
精
一
杯
の
時
代

で
も
あ
る
。
た
だ
、
楊
さ

ん
は
こ
う
言
っ
て
笑
う
。

　
「
こ
の
42
年
間
、
大
病

は
１
回
も
し
て
な
い
ん
で

す
よ
」

　

徳
を
積
む
と
は
、
き
っ

と
こ
う
い
う
こ
と
な
の

だ
。
京
都
の
中
華
界
と
し

て
、
１
回
で
も
１
人
で
も
、

参
加
を
と
思
わ
れ
た
方

は
、
ご
一
報
を
。

「
大
切
な
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

　

10
月
11
日
以
降
、
順

次
、
料
飲
国
保
組
合
か

ら
組
合
員
の
皆
様
の
自

宅
あ
て
に
、
来
る
今
年

12
月
２
日
の
健
康
保
険

証
の
廃
止
に
伴
う
「
大

切
な
お
知
ら
せ
」
を
送

付
し
ま
す
。
料
飲
国
保

組
合
で
は
、
全
て
の
組

合
員
・
家
族
の
皆
様
の

資
格
情
報
（
氏
名
、
フ

リ
ガ
ナ
、
生
年
月
日
、

住
所
、
性
別
等
）
と
合

わ
せ
て
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
も
登
録

し
て
、
健
康
保
険
証
の

利
用
登
録
を
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（「
マ

10
月
は
保
険
料
の
更
新
月
で
す

Ｒ
５
年
所
得
が
保
険
料
の
算
定
対
象
に

　

10
月
分
の
国
民
健
康

保
険
料
納
入
告
知
書
に

つ
い
て
各
所
属
組
合
を

通
し
て
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

料
飲
国
保
組
合
は
、

毎
年
10
月
に
、
国
民
健

康
保
険
料
の
算
定
対
象

と
な
る
所
得
を「
前
々
年

所
得
」か
ら「
前
年
所
得
」

に
変
更
し
ま
す
の
で
、

10
月
分
の
保
険
料
か
ら

は
前
年（
令
和
５
年
）所

得
を
基
に
算
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
率
等
の
改
定
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
算
定
所

得
の
変
更
に
よ
り
10
月

分
の
保
険
料
が
増
減
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
９
月
分
の
保

険
料
と
も
比
較
し
て
い

た
だ
き
、
不
明
な
点
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各

所
属
組
合
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

血
管
年
齢
・
骨
健
康
度
測
定

婦
人
科
検
診
を
プ
ラ
ス
！

　

10
月
上
旬
に
、「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
の
ご
案
内
」

と
同
封
し
て
、「
特
定
健

診
を
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
」
の
チ
ラ
シ
を
送

付
し
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
に
、「
み
や

こ
め
っ
せ
」
で
40
歳
以

上
の
特
定
健
診
対
象
者

で
今
年
度
未
受
診
の
方

を
対
象
に
、「
特
定
健
診

＋
血
管
年
齢
・
骨
健
康

度
測
定
＋
婦
人
科
検
診

（
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん

検
査
）」
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
是
非
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
受
診
く

だ
さ
い
。
料
飲
国
保
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

イ
ナ
保
険
証
」）
を
医
療

機
関
で
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
準
備
を
整
え
て

い
ま
す
。「
お
知
ら
せ
」

に
は
、
料
飲
国
保
に
登

録
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
「
下
４
桁
」
を

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

記
載
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

現
在
、
皆
様
の
お
手

元
に
あ
る
料
飲
国
保
組

合
の
「
健
康
保
険
証
」

は
令
和
７
年
11
月
30
日

ま
で
有
効
で
す
。
し
か

し
、
本
年
12
月
２
日
以

降
に
、「
健
康
保
険
証
」

を
紛
失
し
た
り
、
氏
名
・

住
所
等
の
記
載
事
項
が

変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

「
健
康
保
険
証
」
の
再
交

付
は
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

登
録
し
て
い
た
だ
く
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、「
資
格
確
認
書
」
を

交
付
（
申
請
不
要
）
し

ま
す
の
で
、
ご
了
解
願

い
ま
す
。 第478号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

マイナンバーカードの健康保険証利用に関するお問い合わせは

マイナンバー総合フリーダイヤル 0120-95-0178
詳しくは厚生労働省Webサイトでご確認いただけます

マイナンバーカード　保険証利用 検 索

検 索料飲国保組合

◆
日　
　

時
：
令
和
７
年
１
月
18
日（
土
） 

９
時
30
分
〜
13
時

◆
場　
　

所
：
み
や
こ
め
っ
せ（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）

◆
申
込
締
切
：
12
月
６
日（
金
）　

料
飲
国
保
組
合
ま
で

◆
申
込
方
法
：
自
宅
宛
に
送
付
し
た
チ
ラ
シ
の
裏
面
の

　
　
　
　
　
　
「
特
定
健
診
申
込
書
」に
よ
り
申
込
く
だ
さ
い

使ってみよう！マイナ保険証

＼健診後のお楽しみ／

健★美活フェスタ健★美活フェスタ

無 

料 特定健診
基本項目

血液検査
追加項目

無 

料
血管年齢
骨健康度

マンモグラフィ／乳房超音波
子宮頸がん検査

婦人科検診無 

料
オ
プ
シ
ョ
ン

詳しくはWebで検索!

https://www.kyo-ryoinkokuho.com

中華処 楊
京都市下京区四条通
堀川東入ル柏屋町14
☎075（211）1333
11:30～14:30
17:00～21:30（L.O.20:50）
水、他不定休1日

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０
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（写真左）「イタドリきんぴら」80g540円、
「イタドリ山椒煮」「ふきサバ味噌」、他よ
り大きく太い京の花街みょうがや夏みょ
うがが入った柴漬けなど、商品はほとん
ど同じ内容量で同じ価格だ
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広河原・花脊の山畑から
山菜の変化球はいかが？

虎杖のきんぴら

　同品を販売している組織名に「グループ」と
あるのは、その名のとおり、平成28年の4月、
12名の有志でスタートした。その代表者であ
る新谷久利さんは左京北部農林業地域振興協議
会の会長を務めるなど、様々な役職を務めてお
り、農家であり、生産者であり、販売者でもあ
る。地の特産品を広めることに心を砕き、とり
わけ「新京野菜」とよばれる中で、京の花街みょ
うがを栽培、広河原産の赤紫蘇で漬けた柴漬け
などをメインに扱う。その他、ふき昆布やふき
サバ味噌なども製造販売しているのだが、今
回、注目したのは虎杖（イタドリ）だ。高知など
ではお馴染みだそうだが、京都では他の木の芽
に比べると珍しいのではなかろうか。タデ科の
多年草で、酸味があるのが特徴だ。路傍の土筆
を摘んで、佃煮にする…なんてのは今は昔だ
が、その土筆の佃煮か、炊いた蕨やきゃら蕗に
食感は近いか。4月頃に若芽を摘み、湯に通し
皮をむいて少量の糠とともに塩漬けし、酸味を

とって写真のきんぴらや山椒煮にする。年間で400kgほど漬けておき、
その都度調理して真空パック、加熱して出荷する。夏には葉、秋には
実、冬には根、そして春には芽。その春の味覚を、通年味わえる古来
の知恵でもある。きんぴらとは言え、おばんざいというほど強い味で
はなく、最小限、雑味を封じたという程度だ。希望すれば、味を付け
ない素の虎杖の販売もあるので、気になった各位はぜひ。

湯
豆
腐
の
提
供
も
、
ジ
ャ
ブ
や
フ
ッ
ク

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ブ
ロ
ー
、
と
考
え
て
ま
す

　

創
業
は
１
９
６
２
年

で
、
初
代
が
祖
父
、
そ

の
後
、
叔
父
が
継
い
で

私
で
三
代
目
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、そ
も
そ
も
は
、

実
は
家
業
を
継
ぐ
気
は

な
く
て
で
す
ね
。
中
学

時
代
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ

を
し
て
ま
し
て
、
高
校

も
大
学
も
そ
の
道
で
進

ん
で
お
り
ま
し
て
、
近

畿
大
学
在
学
中
に
プ
ロ

に
な
り
ま
し
て
、
ず
っ

と
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
い

う
仕
事
を
し
て
い
た
ん

で
す
。
階
級
は
フ
ェ
ザ
ー

級
で
、
１
９
９
４
年
愛

知
県
で
開
催
さ
れ
た
わ

か
し
ゃ
ち
国
体
で
は

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
経
歴
で
、
プ

ロ
ボ
ク
サ
ー
時
代
は
関

東
に
い
ま
し
た
の
で
全

く
家
業
と
は
縁
遠
い
生

活
を
し
て
お
っ
た
ん
で

す
が
、
諸
々
あ
り
ま
し

て
、「
戻
っ
て
こ
い
」
と

い
う
こ
と
で
家
業
に
就

き
ま
し
た
。

　

先
代
が
亡
く
な
り
ま

し
て
、
正
式
に
三
代
目

に
な
っ
た
の
が
２
０
１

９
年
の
12
月
末
で
し
て

…

。
そ
う
で
す
、
正
に

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
始
ま
り

の
。
何
た
る
バ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
、
と
い
う
感

じ
で
す
よ
ね
（
苦
笑
）。

　

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
間
は
、

デ
ー
タ
分
析
を
徹
底
的

に
や
り
ま
し
た
。
過
去

10
年
の
売
上
を
見
て
、

傾
向
を
改
め
て
分
析
し

ま
し
た
。
関
係
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
で

も
ボ
ク
シ
ン
グ
の
経
験
、

と
い
う
か
ス
ポ
ー
ツ
全

般
で
も
あ
る
ん
で
し
ょ

う
が
、
役
立
つ
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
ね
。
ボ
ク

シ
ン
グ
の
歴
史
っ
て
、

実
は
す
ご
く
長
い
ん
で

す
。
発
祥
が
４
０
０
０

年
前
と
か
、
紀
元
前
３

０
０
０
年
と
か
言
わ
れ

て
い
て
、
現
在
に
行
き

つ
く
ま
で
に
色
ん
な
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

今
も
続
い
て
い
る
わ
け

で
す
。
経
営
も
同
じ
で
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
場

合
に
ど
う
す
る
か
と
か
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
や
他
業

か
ら
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ヒ
ン
ト
は
浮

か
ぶ
ん
で
す
。

　

改
め
て
一
か
ら
考
え

た
と
き
、
食
事
と
い
う

の
は
総
合
力
が
問
わ
れ

る
も
の
だ
な
、
と
。
コ
ー

ス
料
理
な
ん
か
は
特
に

そ
う
で
す
。
ど
ん
な
ジ
ャ

ブ
を
撃
っ
て
、
フ
ッ
ク

を
撃
っ
て
、
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ブ
ロ
ー
は
ど
う
す

る
？ 

と
い
う
よ
う
な
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
も
考
え
ま
し
た
。
前

味
、
中
味
、
後
味
な
ど

と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

料
理
や
設
え
と
い
っ
た

各
要
素
が
全
て
80
点
を

超
え
て
い
な
い
と
い
け

な
い
。

　

稽
古
照
今
と
い
う
言

葉
を
大
事
に
し
て
ま
し

て
、
日
々
の
精
進
の
中

で
昔
の
こ
と
を
良
く
知

り
、
考
え
て
今
に
照
ら

す
、
と
い
う
意
味
で
。

や
は
り
京
都
で
商
い
を

す
る
と
い
う
こ
と
は
、

温
故
知
新
や
守
破
離
と

い
う
言
葉
に
尽
き
る
ん

だ
な
、
と
。

　

特
に
当
店
は
豆
腐
と

い
う
食
材
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
風
味

し
か
な
い
も
の
に
味
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
庭
や
設
え
に
つ

い
て
も
、
お
客
さ
ま
の

期
待
値
が
既
に
高
い
。

そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

豆
腐
の
風
味
以
上
の
も

に
聞
き
ま
し
た

川
端
料
理
飲
食
業
組
合
　
理
事
　
上
田
成
人

う
え
　
だ
　
な
る 

ひ
と

臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
総
本
山
、
瑞
龍
山 
南
禅
寺
の
門
前
に
掲
げ
る
屋
号
。

京
都
を
代
表
す
る
食
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
、
湯
豆
腐
。

そ
の
中
で
も
、
最
初
に
名
前
が
挙
が
る
名
店
を
継
い
だ
三
代
目
は
、

ロ
ー
テ
ィ
ー
ン
の
頃
か
ら
打
ち
こ
ん
で
、
プ
ロ
に
な
っ
た
元
ボ
ク
サ
ー
。

ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
リ
ア
を
引
っ
さ
げ
て
、
新
た
な
理
事
に
。

老
舗
や
新
興
店
が
ひ
し
め
く
エ
リ
ア
で
、
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
。

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
草
川
町
60

☎
０
７
５（
７
６
１
）２
３
１
１

11
時
〜
21
時
30
分（
Ｌ
・
Ｏ
・
20
時
）／
不
定
休

南
禅
寺 

順
正
（
な
ん
ぜ
ん
じ 

じ
ゅ
ん
せ
い
）

南
禅
寺
門
前
。
１
２
０
０
坪
の
回
遊
式
庭
園
、
敷
地
内
の

順
正
書
院
は
江
戸
期
の
蘭
学
者
、
新
宮
涼
庭
の
医
学
塾
で

あ
っ
た
も
の
。
三
代
目
自
身
も
正
月
に
は
必
ず
こ
こ
で
家

族
で
食
事
を
し
た
と
い
い
、「
良
い
時
間
、
良
い
思
い
出
で

す
」
と
の
こ
と
で
、
そ
の
時
間
や
思
い
出
を
、
お
食
い
初

め
で
も
修
学
旅
行
で
も
同
じ
よ
う
に
提
供
し
た
い
と
い
う
。

他
に
も
清
水
や
円
山
公
園
と
い
っ
た
京
都
の
ア
イ
コ
ニ
ッ

ク
な
場
所
に
支
店
を
持
つ
。
ち
な
み
に
三
代
目
は
１
月
15

日
生
ま
れ
で
、
成
人
（
な
る
ひ
と
）
さ
ん
と
い
う
お
名
前

に
な
っ
た
と
か

取材協力：広河原里山野菜加工グループ　京都市左京区広河原下町359　☎090（7349）3239

焼肉 江畑（やきにく えばた）

京都市上京区六軒町通下長者町東入ル四番町 148 -1
TEL.075（463）8739

三宅  祥文
Miyake  Yoshifumi

＼ ／

先代の頃から父とともに常客で、15歳でアルバイト
として働き始めた。「最初のウチは満席に慌ててし
まってお客さんに激怒されて『大将呼んでこい！』
と（笑）」。そんな時代もあったが、社長しかり、番頭
さんしかり、同店をファミリーのように感じている。
今は常客からお褒めの言葉が、「大将を通して伝わっ
てくるんです（笑）。それが嬉しいですね」。

（写真下）海老やサーモンに頼らず、食感
を虎杖が担当。全て植物由来の生春巻き
に。人参や水菜には塩を少々、アクセン
トにタカノツメを混ぜた。繊細なきんぴ
らの味を邪魔しないようにスイートチリ
やナンプラーより、足すならポン酢あた
りで。同品40gを使用して、一皿780円
といったところか

ゴ
ル
フ
や
釣
り
な
ど
趣
味
多
数　
　

競
技
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
プ
ロ
級

方
々
は
瓢
亭
さ
ん
や
ら

六
盛
さ
ん
や
ら…

と
い

う
押
し
も
押
さ
れ
も
せ

ぬ
お
歴
々
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
お
店
と
い
う

「
点
」
が
集
ま
っ
て
「
線
」

に
な
っ
て
、「
面
」
に
な
っ

て
い
く
ん
だ
な
と
、
思

い
ま
す
ね
。

　

役
員
さ
ん
た
ち
や
組

合
員
の
方
々
、
同
年
代

の
方
々
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
い
で
す
。
突
然
「
忘

年
会
の
司
会
よ
ろ
し
く
」

み
た
い
な
、
ム
チ
ャ
振

り
も
さ
れ
ま
す
が
（
笑
）、

減
量
せ
な
あ
か
ん
わ
、

そ
の
上
試
合
で
は
殴
ら

れ
る
わ…

と
い
う
ボ
ク

サ
ー
時
代
を
顧
み
れ
ば
、

「
ア
レ
よ
り
辛
い
こ
と
な

ん
か
な
い
」
と
思
え
ま

す
し
ね
（
笑
）。

の
を
引
き
出
し
て
く
れ

る
つ
ゆ
ダ
レ
、
そ
し
て

そ
れ
を
作
っ
て
く
れ
る

職
人
や
、
各
部
署
の
ス

タ
ッ
フ
の
お
蔭
で
す
。

私
の
至
ら
な
さ
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

コ
ロ
ナ
の
ダ
メ
ー
ジ
も

あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
、

取
り
戻
せ
て
は
い
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
ス
タ
ッ

フ
に
お
返
し
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
い
で

す
。

　

理
事
に
推
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
樫
本
理
事

長
が
就
任
さ
れ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
ね
。
も
と

も
と
、
勉
強
会
な
ん
か

で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
て
、
良

き
先
輩
で
す
。
組
合
の

こ
と
に
つ
い
て
も
ま
だ

ま
だ
勉
強
で
す
。

理
事
長
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
、

当
組
合
の
エ
リ

ア
は
「
店
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
な
ぁ
」

と
改
め
て
思
い

ま
す
し
、
一
方

で
色
ん
な
会
で

お
目
に
か
か
る
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